


はしがき

僕自身は普通の日本人がそうであるような、あまり積極的でない仏教徒です。

趣味の一つで絵を描いたりするが、人間の表情の表現は非常に難しい。似顔絵を上手に描く人も

いますが、一般的には人の顔、表情を表現するのは結構難しい。

仏像が醸し出す雰囲気や表情が厳粛で、荘厳で、慈愛に満ちていると感じ、その製作者の表現力

に驚かされたりします。

そして、なんとかその仏像の表情を、絵に表現してみたい、などと思うようになっていきました

。

仏像に出会うためには、仏像や仏教美術の歴史やバックグラウンドも少しは理解しておきたい

、との思いで、H市民大学の仏像関連の講座に参加したり、仏像に関する書物を読んだりしてみる
。

受講後「仏像の表情」をテーマにレポートを作成提出しました。

この本はそのレポートに若干の追記、修正をして仕上げたものです。

まず最初に仏像にはどんな種類があるのか、それから仏像の歴史的背景についての概要にふれ、

独断で選んだ仏像を絵で表現したもの数点を紹介していきます。



仏像にはどんな種類があるのでしょうか

僕のような消極的な仏教徒にとっては、仏像と言われても奈良の大仏とか、田舎の道端にあった

御地蔵さんが思い浮かぶだけで、決して他人に説明できるような知識を持っているわけではあり

ません。

今回H市民大学の講座に参加して、いろんな仏像の話を聞き、そのことが僕に「仏像の表情を描く
」意欲を強めてくれたのではないかと感じています。

 仏像の種類について

基本的な分類、形状などを次のように理解しました。

（１）如来/仏　心理を悟ったもの　出家後の釈迦の姿
（２）菩薩　覚りを求めて修行するもの　出家前の釈迦のすがた

（３）天/天部　仏教を守護するもの　インド古代の神々がモデル　武将　怒りの表情　異形　金
剛力士　四天王　弁財天　大黒天など

（４）明王　明呪を唱え効験のあるもの　ヒンドゥー教の神々がモデル　火炎光背　乗物

不動　金剛夜叉　愛染明王

あくまでも一般的な分類です。そして他の仏像の解説本などにもよく説明されています。

分類の仕方は他にも金銅像、木像、石像など材料によるものもあります。

 
 
 
 



描いた仏像とその歴史的背景

僕が描いた11体の仏像がどの時代のものであったのか、その頃は一般的にどんな仏像が作られて
いたのか。講座で得た知識を整理して資料1のようにまとめてみた。
年代の正確性については、諸説あり、また私見も入っているので必ずしも正確とは言えません。

あらかじめお断りしておきます。

 
(資料1）

 
 
 



仏像の表情を描く1

仏像の表情は、非常に繊細で微妙はものを持っている。

絵には描ききれるものではないと思うが、試みてみる。

 
①弥勒菩薩像（広隆寺）。広隆寺（京都）の有名な弥勒菩薩半跏像は飛鳥時代の木像です。右手

をほほにあてた思索の表情が出ていればいいのですが・・・・。

 
②釈迦如来像-大仏（飛鳥寺）。推古天皇が造らせたという日本最古の仏像（金銅）。アーモンド
状の目が特徴で、他の仏像とは違った表情が出ていれば良いと思っています。

 
③四天王（東大寺）。天/天部に属します。怒りの表情がどこまで表現できているか。
 
④執金剛神（東大寺）。天/天部。怒りの表情と口を開けた叫びがどこまで表現できているか。叫
び声が聞こえるか？

 
⑤聖観音菩薩（薬師寺）。奈良時代の金銅像。その端正な横顔が有名だが、雰囲気が捉えられて

いるか。

作成画①〜⑤参照してください。

 
 



作成画像①　広隆寺弥勒菩薩



作成画像②　釈迦如来　飛鳥大仏



作成画像③　四天王　東大寺



作成画像④　執金剛神　東大寺





作成画像⑤　聖観音菩薩　薬師寺



仏像の表情を描く2

⑥阿修羅像（興福寺）。最も有名な仏像の一つ。天/天部と考えていいのか。但しこの絵はあまり
実物と似ていない。若さだけは表現できているか。

⑦かるら像（興福寺）。迦楼羅はインドの巨鳥。天/天部に分類されるのでしょう。鳥の頭部を持
った守護神。特異な表情が出ているか。

⑧業用虚空蔵菩薩（神護寺）。木像。清楚で思考する表情が表現できているか。



作成画像⑥　阿修羅像　興福寺



作成画像⑦　かるら像　興福寺



作成画像⑧　業用虚空蔵菩薩　神護寺



仏像の表情を描く3

⑨菩薩頭部（契丹展より）。契丹展に展示されていた菩薩の頭部。契丹は今の満州又はモンゴル

当たりに栄えていた国。石仏が多数発掘されている中の一つ。勝手に彩色してみた。

⑩弥勒如来坐像（唐招提寺）。木像寄木造り。静かでかつ力強い表情だが、出来あがった絵は静

かに眠っているように見える。

⑪不動明王（金剛山転法輪寺）。背に火炎があり、明王に分類される。何時の製作かは不明だが

、そんなに古くはない。最近造られた？のかも知れません。

石像で表情はかなり複合的で複雑。



作成画⑨　菩薩頭部　契丹展より



作成画⑩　弥勒如来坐像　唐招提寺



作成画像⑪　不動明王　金剛山転法輪寺



作成画像⑫ 葛井寺南大門の仁王

葛井寺南大門の仁王像の表情を描く。



あとがき

仏像の表情を絵に表現するのは、難しい。

仏像の顔をどう感じるか、どうとらえるかは個人によって違います。

結局はその人の感じたままを絵に表現するしかない。

今回自分で描いてみてそう思う。

そして、長い時間を経て今なお人々に愛され慕われるような仏像を作り上げた当時の仏師達の創

造力、表現力に感心してしまう。

歴史は非情だ。長い時間の中で埋没、消滅した作品も数多いだろう。

しかし今現在まで存在している、あるいは引き継がれている仏像は、歴史が選択した作品と考え

れれます。

それぞれが、荘厳で、厳粛でまた未来を見据えているようにも見えます。

そんな仏像を、僕は一気に描いてしまった。

到底描ききれないと思いながら・・・・・・・・・。



奥付
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